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面積：12,584.15ｋ㎡（H30.10.1現在）
⇒ 全国第5位

市町村数：30市町村
⇒ 28市町村が下水道事業を実施

汚水処理普及率：87.8％（H30年度末）
⇒ 全国22位（全国平均91.4％）

人口：2,225,863人（R1.7.1現在）
⇒ 2045年には約1,700,000人

新潟県の概要
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発足の経緯・開催状況
【平成29年度】
第１回：平成29年12月5～6日 （参加人数37名）

1日目：①下水道事業担当係長会議
2日目：②グループ討議

第２回：平成30年2月28日～3月1日 （参加人数25名）
1日目：①下水道概論 ②下水道事業の流れ
③会計検査 ④グループ討議（BCP）
2日目：⑤グループ討議（フリー）

Ｌ技術伝承する
時間も機会もな
く困っている！

若手こそ他の職場の
職員と知り合い切磋
琢磨して欲しいＬ

当市の若手を積極的
に入門させるから、
是非開催を！Ｌ
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開催状況
【平成30年度】
第３回：平成30年６月７～８日 （参加人数29名）

１日目：①浸水対策 ②下水道予算 ③広域化
④グループ討議（選択式：浸水、広域化、ストマネ）
２日目：⑤グループ討議（フリー）

第４回：平成30年9月19日 （参加人数26名）
①下水道概論 ②下水道工事の留意点
③これからの下水道事業 ④グループ討議（フリー）

第５回：平成30年10月16日 （参加人数40名）
①BCP（図上訓練、策定の進め方）
②下水道行政の最近の動向

第６回：平成30年11月14日 （参加人数37名）
①繰越・精算の留意点 ②広域汚泥施設見学
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開催状況
【令和元年度】
第７回：令和元年６月11日 （参加人数51名）

①浸水対策 ②下水道予算 ③３か年緊急対策
④ワークショップ（広域化・共同化）

第８回：令和元年９月６日 （参加人数44名）
①下水道概論 ②検査 ③下水道施設の基礎知識
④ストックマネジメント計画
⑤これからの下水道と広域化・共同化
⑥グループ討議
（選択式：全般、予算、ストマネ、防災）

第９回：令和元年11月27～28日 （参加人数57名）
１日目：①広域化・共同化計画
②繰越・精算の留意点
２日目：③国土強靭化地域計画
④BCP（簡易訓練） 5



開催風景
第２回（3/1）
グループ討議【座談会形式】

第4回（9/19）
下水道課長挨拶

第6回（11/14）
施設見学【広域汚泥施設】

第6回（6/11）
ワークショップ【班別発表】

第6回（6/11）
ワークショップ
【ブレーンストーミング】

第6回（6/11）
ワークショップ
【ブレーンストーミング】

第7回（9/6）
グループ討議【選択式】

第9回（11/28）
BCP【簡易訓練】

第9回（11/28）
グループ討議
【ワールドカフェ方式】

第3回（6/7）
グループ討議【選択式】
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○ 参加者
・ 若手職員に限らず、新米係長や経験豊かな職員も

○ 講義内容
・ 市町村のニーズや時々の業務に応じた内容、最近の話
題など多数

○ グループ討議
・ 様々な方法で意見交換
（テーマ選択式、座談会形式、ワールドカフェ方式など）

○ その他
・ 見学会、ブレーンストーミング、簡易訓練など

「はばひろ」な稽古

［ポイント］
☆ 気軽に、気楽に
☆ 地方行政職員同士で
☆ とりあえず、みんなで集まる
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わざ壱：ポイントを絞る！
・ マニュアルや文書を、シンプルかつわかり易く解説
・ 手段でなく目的を明確に伝える
・ 事例やたとえ話を交えて、親しみ易く

わざ弐：職場で生かせる！
・ タイムリーな稽古で即役立ち、視野が広がる
・ 普段の業務の悩みを解消する手助け
・ わかること、できることの喜びを得る

わざ参：今後につなげる！
・ 道場での交流（つながる）は当たり前
・ 道場終了後がスタート
・ 「喋る時間」「コーディネーター」「懇親会」が鍵

にいがた‘流’
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にいがた下水道場
から始まる人材の
広域化！


